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F －25　　 家 政 学０体 系 確 立 と 家 政哲 学l ．可家政 学K: お け-6  價 城学 と家 政 哲学

郡 山 女 大家 政　 ○ 関 口 富 左　 須 田 秀 幸　 高 館作 夫　 影山 弥　 裏 影 埼

目 的　 家 政 学 の体系 確 立*    は か る た)6 屁:は 、 哲 学 を 据 え ね ぱーら ーい ． 現家 政学 界

忙 おv≫ては 散見 的 貳哲学c 必 要 等r  ふ れ て９ る が 、家 政 哲､学とし て０ 研 究 は末 だ見ｔ

･≫ ． 演 者は 家 政 学Ｋ 哲 学 を求 めつゝ<i- 試m 、 家 政 学０ 体系 構 造£ つv≫て･=耳○ 研究 をす

すib  ft が 、そ れb   * 基本 とし てS   らlie家 政 哲 学o 領域*･ 構成し 、 家 政 学０ 本 質 究 明を

は か り、 学o 樹 立に 寄与 しIt    い ．

'力法　 １ 、 人 間を凝視 し つゝ、3  *  ざf  * 人間 模 様 を 描 き出 す文 学c 領 城 から 、現

代０ 家 族 、家 庭○様 想 ≪･先見 的に 求 め て、 家 庭c 今 日 的 状 況を 提示 し て 問 題の所 在と

意味 を論ず る ．2 、「 人 間 と そ０ 家 」忙 つ･/≫て０哲 学 者o フ ボル ノーo 思 想 忙基づ き

、 家 政 哲 学の中 心 的論 及 を す ゝ める ．3 、家 庭にif け る青児 に つ･/≫て 、そ０ 本質 的 意

味 を プ ラ ト ンc  忠 想忙 よ り 綸じ 、家 ○ 人 間 学 的意 義 を 明ら かに す る ．* 、塞 ！豊 r>！

５ 、 人 間 生 活c 現 況 よ り

家 収 字 ○対豪 を 家 庭内c  み 忙 とS    めず、 社 会 とO 関 係 、 特E  収 治 と の関 係 づけ を行V*

、 そc  哲 学 的mm  を 立 証 ■f る． 以 上5 分 野 より の学 原 的 研 究 方 法に よる．

結 果　 あ る べき篆 庭 、 あ ら し めた い生 活 こ そ 家政 学 ○ 究 極o 日標 で あh ねId -Hiらｔ

･/≫ , こ に 家 政字c  独自 性 が あ*) 、 且 つIK 領 域O 家iK 学り 体系 も自 ら 確 立す る． す な

t> ち、 家 政 哲 学* 据 え て 、 人 間生 活り 学とし て 見る とき 、 並列 的○領 域 学 ○ 位 置も、

意 味 も判 然 と す る．
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目的　-t-｝^    牛・ ペーソナソテ-i 衡戌 に 植 粗 がt 番 い9Aﾘ 以 ってしヽ 5 の り ょ
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のヵヽ ヽお ツか りのIf T-　楕 絲り米鶴支｡、しめi  14. 扨 にっﾚヽj核 討-i る。

転 変　主皮 の母統 とのfit 鵜り つUp' ソli . /ヽ'－ソｔ ソテう郷 戌に極 めてt 凄 な蹟約
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